

	
	

		
			

				
					  
						

							小切手の現金化における「振出日」について知ろう
						

					 
 
					小切手は大きな金額の動くビジネスで良く使われます。そんな小切手の現金化には、振出日というキーワードがあります。
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	小切手の現金化は振出日から1年以内に行おう！
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小切手は現金に変わってお金のやり取りが可能で、現金化おすすめの方法です。

大きな金額が動く取引でよく用いられますが、小切手をいざ現金化するにあたって現金化できる日数が分からない方も多いでしょう。

今回は、小切手の現金化における振出日を解説します。

小切手の振出日とは？
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小切手の振出日とは、小切手が発行された日付のことです。

これは、振出人が小切手を発行した日を示すものであり、振り先の銀行に提示することで現金化が可能になります。

振出日は、小切手の有効期限を決める重要な要素でもあります。

小切手は、一定期間内に振り出し先の銀行に提示しなければなりません。

この期限は、振出日から数えて一定期間が経過すると小切手は無効となり、現金化ができなくなります。

また、振出日は振出人の銀行口座に残高があることが前提となります。

小切手を発行する際に口座に残高が不足している場合は、小切手が不渡りとなる可能性があります。

そのため、小切手の振出日には、振出人の銀行口座に十分な残高があることが重要です。

小切手は、便利で使いやすい支払い手段の一つですが、注意点もあります。

振出日から期限内に現金化しなければならないことや、口座に残高が不足していると不渡りとなることなどに注意して利用する必要があります。

小切手の振出日が土日・祝日の場合はどうなるのか
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小切手の振出日が土日・祝日の場合、銀行の営業日によって異なる対応をされます。

まず、振出日が土日の場合です。

一般的に、銀行は土日祝日には休業しているため、振出日が土日の場合には、翌営業日の日付が振出日となります。

つまり、小切手を発行した日が土曜日の場合は、翌週の月曜日が振出日となります。

次に、振出日が祝日の場合です。

祝日は、休業日となっている銀行が多いため、振出日が祝日の場合には、振出日は翌営業日の日付となります。

ただし、祝日が土曜日や日曜日に重なる場合には、振出日は翌平日の日付が振出日となります。

小切手を受け取った側も、振出日が土日・祝日の場合には注意が必要です。

受け取った小切手を銀行に預ける際には、預け先の銀行の営業日に合わせて手続きを行う必要があります。

振出日が土日・祝日の場合には、振出日が翌営業日となることを確認して手続きを行うようにしましょう。

以上のように、小切手の振出日が土日・祝日の場合は、銀行の営業日に合わせて対応が必要となります。

銀行の営業日や休業日については、事前に確認しておくことが大切です。

小切手は種類によって扱いが変わる
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小切手の種類によって、発行方法や換金方法、有効期限などの扱いが異なります。

具体的な小切手の種類としては、線引小切手、先日付小切手、持参人払式小切手、記名式小切手などがあります。

これらの種類によって、換金の方法や注意点が異なるので、それぞれについて詳しく説明します。

線引小切手

まず、線引小切手は、小切手の表面に2本の平行線を引いたものです。

この線引を行うことによって、小切手を取得した者による不正利用を防ぐことができます。

線引小切手は、銀行に持っていっても現金で支払われません。

代わりに、持参した人の銀行口座に小切手金額が振り込まれるのです。

線引小切手は、現金化するには指定された口座に振り込む必要があります。

また、線引小切手には特定線引小切手と一般線引小切手の2種類があります。

特定線引小切手は、記載された金融機関でのみ取り扱うことができ、一般線引小切手は、金融機関を指定されないという特徴があります。

先日付小切手

2つ目は先日付小切手です。

先日付小切手は、実際の振出日よりも先の日付で振出日が設定されている小切手を指します。

振出人の資金繰りなどの理由で、現在は残高がないものの、設定した振出日までに資金の確保が見込める場合に使用されます。

先日付小切手を受け取った場合、その取引先は資金繰りに困っている可能性があり注意が必要になるので気を付けましょう。

持参人払式小切手

3つ目は持参人払式小切手です。

持参人払式小切手は、小切手の受取人を記名せず、小切手を持ってきた人に対して支払いを行う小切手のことを指します。

実際の小切手は、ほぼこの形式です。

持参人払式小切手は、他の人に盗まれたり紛失したりするとその人が換金できてしまう危険性があるため、受け取ったらすぐに銀行に持っていきましょう。

記名式小切手

4つ目は記名式小切手です。

記名式小切手は、特定の受取人の名前を書いた小切手のことを指します。

記名式小切手では、受取人は裏書をしなければなりません。

記名式小切手のメリットとして、受取人が限定されているので、盗難や紛失のリスクが低いことが挙げられます。

デメリットは、受取人が裏書をする必要があるので、手続きが面倒になることです。

記名式小切手は、券面に書かれた支払金融機関に持ち込めば基本的に即日で現金の交付を受けることができます。

ただし、支払金融機関の休日や先日付小切手の場合は、換金までに時間がかかる場合があります。

小切手を現金化する流れ
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小切手を現金化する流れについて順を追って説明します。

まず1つ目は、小切手の確認です。

小切手を現金化する前に、小切手の発行日、金額、裏書きの有無、有効期限、署名などを確認する必要があります。

振り出された口座に十分な残高があるかどうかも確認しておきます。

また、現金化に手数料がかかる場合があるため、手数料についても確認することが重要です。

2つ目は、小切手の金融機関の窓口へ持参することです。

小切手を持参して、金融機関の窓口に行きます。

金融機関によっては、小切手の現金化を扱っていない場合もあるため、事前に確認しておくことが必要です。

また、小切手を持参する際には、本人確認書類が必要な場合があるため、運転免許証やパスポートなどの身分証明書を持参することが望ましいです。

3つ目は、口座残高の確認です。

金融機関の窓口で小切手を受け取った担当者が、小切手の内容を確認し、振り出した口座に十分な残高があるかどうかを確認します。

口座に十分な残高がある場合、金融機関は小切手の現金化を承認し、現金として支払います。

4つ目は、現金化手数料の支払いです。

金融機関によっては、小切手の現金化に手数料がかかる場合があります。

この場合は、手数料を支払い、残りの金額を受け取ることになります。

5つ目は、現金の受け取りです。

小切手の現金化が承認されると、金融機関から現金が支払われます。

支払われた現金は、口座に入金されるわけではなく、直接受け取ることになります。

現金を受け取ったら、小切手は無効になります。

小切手の現金化はどれくらいの日数がかかるのか
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小切手の現金化にかかる日数は、金融機関や小切手の発行元、現金化する方法によって異なります。

一般的に、以下の3つの方法があります。

1つ目は、直接金融機関の窓口で現金化する場合です。

金融機関の窓口で小切手を現金化する場合、口座に十分な残高があれば、現金化の手続きが完了した時点で現金が支払われます。

つまり、すぐに現金化することができます。

ただし、口座に十分な残高がない場合や小切手の額が大きい場合は、金融機関が小切手の発行元の銀行に対して振り出し口座の残高確認を行うため、現金化に時間がかかることがあります。

この場合、数日～数週間程度かかることがあります。

2つ目は、郵送による現金化の場合です。

郵送による小切手の現金化を行う場合、発行元の銀行に小切手を郵送し、現金化の手続きを依頼します。

銀行の処理に時間がかかるため、数日～数週間程度かかることがあります。

3つ目は、小切手現金化サービスを利用する場合です。

小切手現金化サービスを利用する場合、インターネットや専用アプリを通じて現金化の手続きを行うことができます。

小切手の内容を確認した後、即座に現金化ができる場合があります。

ただし、小切手の額や発行元によっては、現金化までに数日かかることがあります。

また、小切手現金化サービスを利用する際は、手数料がかかることが多く、現金化の額に応じて手数料が高くなる場合があるため、注意が必要です。

以上のように、小切手の現金化にかかる日数は、金融機関や発行元、現金化する方法によって異なります。

現金化する際には、手数料や現金化にかかる時間について、事前に確認しておくことが大切です。

小切手を現金化するときの注意点・リスク
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小切手を現金化する際には、注意点やリスクを説明します。

1つ目は、口座の残高不足による不渡りです。

小切手を現金化する際、振り出した人の口座に十分な残高がないときに不渡りとなることがあります。

不渡りになると、現金化された金額が戻されてしまうため、現金化する人が損をすることになります。

このため、小切手を現金化する際には、振り出した人の口座に十分な残高があることを確認することが大切です。

2つ目は、小切手の偽造や不正利用です。

小切手は振り出し人が任意で金額を設定できるため、偽造や不正利用のリスクがあります。

偽造された小切手や不正利用された小切手を現金化してしまうと、現金化した人が損をすることになります。

このため、小切手を現金化する際には、小切手が正当なものであるかを確認することが大切です。

3つ目は、手数料の高さです。

小切手を現金化する際、金融機関や小切手現金化サービスに手数料がかかることがあります。

手数料が高い場合は、現金化した金額よりも手数料の方が高くなってしまう可能性があります。

このため、手数料を事前に確認し、現金化する金額に対して手数料が適正なものであるかを確認することが大切です。

4つ目は、銀行や金融機関の判断による現金化の不許可です。

小切手の現金化には、金融機関や銀行の判断が関わってきます。

口座残高が不足していたり、小切手の発行元が信用力の低い場合などは、現金化を拒否される可能性があります。

このため、現金化する前に、現金化の可否を確認することが大切です。

以上のように、小切手を現金化する際には、注意点やリスクがあります。

現金化を行う前に、小切手が正当なものであるか、手数料が適正なものであるか、現金化の可否など確認しましょう。

	


	




	


	


	
			


	



			
				
				    
				        

				            このページを書いた人
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私は複数の企業で経理を担当して小切手の取り扱いを担当してきました。
小切手の現金化では振出日を考慮して企業に最大の利益をもたらす戦略が必要になります。
私は趣味のボウリングの経験を活かして経理業務に取り組んできました。
ボウリングはゲーム戦略を立てて、技術を生かしてプレイすることでハイスコアを狙えます。
経理でも同じ視点で経営に役に立つ提言や分析をしてきました。
このサイトでは経理や小切手に関連する情報を提供しています。
【筆者／辻櫂人】


				        

				    

				
								
 					
				

			

		


		





	